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非地上系ネットワークのサービス品質向上技術
HAPSと衛星でカバレッジ拡大したモバイル通信の

サービス品質を向上します
#顧客体験価値向上 #レジリエンス #地方創生

非地上系ネットワークは降雨によるリンク容量の変
動やリンクごとに大きく異なる伝搬遅延などでサー
ビス品質が低下します。

非地上系ネットワークの活用によりサービス提供可
能エリアを拡大したモバイル通信の品質を向上させ
ることで、新たな需要を開拓します。

容易に状態変化する非地上系ネットワークに対し、ユーザ端末
（セッション）毎の最大伝送速度と通信ルートを、ネットワー
ク状態やサービス要求品質に応じて制御する独自技術で高品質
が要求されるサービスの品質確保

コントローラで集めたネットワーク状態やサービス情報を用い、
天候影響などによるリンク容量変動に追従した通信優先制御や
通信ルート制御をサービスの要求品質に応じて実施し、要求品
質を満たすトラヒックを増加

情報通信業において、非地上系ネットワークを利用したモバイル通信サービスに適用。海上や被災地など現在はモバイル通信のサービ
ス提供が困難なエリアに対し、上空からの通信エリア形成によるサービス提供を実現。本技術は、上記エリアに提供するモバイル通信
サービスのサービス品質を向上。（本技術の確立予定時期：2027年）[市場規模：180億円程度]

関連展示＝δ05-02 出展社＝日本電信電話株式会社／株式会社Space Compass／株式会社NTTドコモ 関連リンク＝NTT報道発表／NTT R&D Website

問い合わせ先URL 社外連携先＝スカパーJSAT株式会社

https://www.rd.ntt/forum/2024/doc/D05-02-j.pdf
https://group.ntt/jp/newsrelease/2023/12/07/231207a.html
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	スライド番号 1

